
令和２年度 大阪府立旭高等学校  第１回学校運営協議会 

 

日時：令和元年７月１３日（月）午後２時３０分～午後３時３０分 

場所：本校視聴覚室 

委員 

会長 森 勇太 関西大学 准教授  

 辰巳 千佳子 大阪市立旭陽中学校 校長 校務のため欠席 

 北浦 正美 大阪市立高殿小学校 校長  

 佐藤 章子 平成 30、31 年度 ＰＴＡ副会長  

 上江洲 弥生 令和 2年度 ＰＴＡ会長  

 寺前 里美 令和 2年度 ＰＴＡ会計 所用のため欠席 

 

１ 校長挨拶              省略 

２ 委員・事務局員挨拶、自己紹介 

   出席委員全員の賛同により、森 勇太委員を会長に選出 

 

３ 今年度の学校運営計画及び学校評価（校長） 

〇「めざす学校像」は長中期的に掲げているものなので、変えていない。 

〇中期的目標として掲げているものも、前年度までの取り組みを踏まえつつ進めたい。 

〇「１．確かな学力の育成【授業力】」の「(1)オ ＩＣＴ等を活用して学習活動等を充実する」の項

目では、4,5 月の臨時休業時の学習支援のため、ＰＴＡの援助により iPad などが購入でき、オンラ

イン授業システムの構築を進めている。教員はオンライン授業に備えて、動画作成などの研修を行

った。 

〇国際交流行事は現在の情勢で見送らざるを得ない。それに代わるものとして、国内留学生交流プロ

グラムの紹介やスカイプを活用した交流を検討していきたい。 

 

４ 学校の近況について（学校側事務局員） 

（1）進路指導主事より 

   ・現３年生の５月進路希望調査と今春卒業した生徒の進路状況についての説明。 

   ・現３年生については、看護系の志望は前年より減少している。また、今春卒業した生徒は、浪人

が少なく、現役志向が強く見られた。 

（2）生活指導部より 

   ・部活動の参加割合として、男子は約８割、女子は約６割。演劇部が現在、活動休止中。 

   ・昨年と比較して遅刻する生徒数が減少。 

（3）保健部より 

   ・保健室来室状況の説明。（女子生徒の来室が多く月経痛（月経前症候群含む）等も多くみられた。

また暑さのため、9～11月の来室が増加した。）   

   ・思春期の生徒への寄り添うことに、重点を置いていきたい。 



   ・新型コロナウイルスの影響で、消毒関係の用品の確保が課題。 

(4)図書教養部より 

・4月にドイツからの留学生が緊急事態宣言を受け帰国した。本年度は、秋ごろ、フランス・ドイ

ツの生徒が、本校に長期留学予定。 

(5)情報部長より 

   ・本校のオンライン授業についての進捗状況の説明。 

  

５ 協議「旭高校の魅力づくりにむけて」(司会：協議会会長 ●委員 □学校側事務局員) 

●：新型コロナウイルスに対し、学校はどのように対応しているか。 

□：大阪府教育庁の指示を受けながら、課題の郵送、一部オンラインでのポイント解説などで、生徒の学

びが途切れないようにした。６/1～６/１２の期間は午前・午後に分散させて登校日を設けた。６／

１５からは、通常登校を実施し、１学期は８/７までと設定。２学期は８/１８より開始予定とし、土

曜日の授業も 3月まで数回予定し、年間の授業日数が例年通りとなるように計画している。 

●：行事についてはどのようになるのか。 

□：模擬試験については５月実施のものは、自宅受験の形をとった。体育祭や合唱コンクールは、準備活

動において三密を避けることが困難であるとの判断で、残念ながら中止にせざるを得なかった。その

他の行事では、２年修学旅行は海外から国内に変更し、１０月に北海道の予定。１０月に大学見学会

を実施予定。９／２５に三密を避けてできる生徒行事として、生徒の意見も聞き検討していった結

果、遠足を行うこととなった。 

●：生徒の体調面や心理的な面はどんな様子か。 

□：生徒はマスクをし、いつもと同じ感じで学校生活を送っているようだ。感染への不安を抱えている生

徒はほとんどいない様子だが、一部の生徒は電車通学から自転車通学に変更した。教育庁のガイドラ

インに従って、生徒も教員も毎日体温を測り、発熱や風邪症状があるときは自宅で待機するように指

示している。 

●：高校のオンライン授業について、実施することになれば、どのくらいのペースで配信する予定か。ち

なみに大学では、リアルタイムでのオンライン授業と課題のオンラインで配信の両方がある。約８割

の学生は順調に進んでいると思われるが、２割程度の学生はオンライン授業がうまく進んでいると

は言い難い感じである。学校に呼ぶこともできないため、うまくフォローできないことが課題となっ

ている。 

□：想定しているのは、通常の時間割にのっとり、オンラインを通じて課題を送り学習を指示する。解説

の動画等も送りながら、実施予定。生徒の受信状況の把握や、機器をうまく使いこなせているかな

ど、確認しながら進めていく予定である。 

●：休校中に課題がたくさん出て、どんどん予習が進んでいく感じがしている。サポートがあるのか。 

□：課題を頑張っている生徒は、実は予習ができていて、例年に比べ授業がスムーズに進んでいる。夏休

みは短いが、今後、3年生の進学講習も行っていく。 

 

６ 校長謝辞        省略 

７ 事務連絡        次回以降の開催予定日時の連絡 


